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 真核藻類は、共生により光合成の能力（＝葉緑体）を獲得した集団で
あり、単系統ではなく多系統である。モデル生物として知られる緑藻ク
ラミドモナスは、シアノバクテリア由来の葉緑体を持ち、その代謝系は
陸上植物と共通する点が多い。これに対し、海洋の主要生産者として知
られるハプト藻や珪藻は、真核藻類を取り込む「二次共生」により葉緑
体を獲得したため、緑藻や陸上植物とは系統的に異なる分類群に属する。
代謝においても珪藻やハプト藻などの二次共生藻類は、デンプンを蓄積
せず尿素回路を持つなどの特長を有し、緑藻や植物とは異なる。 
 本セミナーでは、二次共生藻類の代謝とその制御について、緑色植物
と比較しつつ最近の知見を紹介する。 


